
平成22年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

部局名 建設部

課室名 建設課

款 項 目

8 2 2

臨／経 事　業　名 事業内容（主な経費等）
決算額

（千円）
財源内訳

頁

事務事業名称目　　　名

事
業
概
要

国・県支出金 市債 その他 一般

目
的

対
象

市道維持管理事業道路維持費
予算

　○H21繰越 きめ細かな臨時交付金事業・・・地元要望による市道の維持補修工事（４２路線）

　○きめ細かな交付金事業・・・地元要望による市道の維持補修工事（４路線）

　○単独維持補修事業・・・地元要望による市道の維持補修工事→79路線、路面清掃等→41路線、修繕→37路線
　　　　　　　　　　　　　　　　　草刈委託→44路線、道路愛護作業（草刈）→１９７地区に対する補助金の交付

　○緊急雇用創出事業・・・市道の草刈等委託（８路線）

　○一般事務経費・・・維持管理事業に係る事務経費

市民市道の維持管理

決算書

182

市道維持補修
工事請負費

165,000

予算現額
（千円）

臨時 きめ細かな交付金事業
市道維持補修

工事請負費 10,144

2,113206,000

10,144

臨時
H21繰越 きめ細かな臨時
交付金事業

153,805 148,709

臨時 緊急雇用創出事業
市道環境整備

委託料 1,963 1,963

経常 単独維持補修事業
市道維持補修

工事請負費 148,709

1,963

366380経常 一般事務経費
燃料費　等

需用費 366

計 363,995 202,663 0 0 161,332527,148

評価

3

3

3

3

3

202,813 200,700



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２０～Ｈ２２（決算額）、Ｈ２３（予算現額） ６．H24年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

指標

成
果
指
標

指標名

数値

市道の維持管理

―

目
標
年
度

―

成果指標名 単位 活動指標名 単位 Ｈ２０

件 291―

a 要望箇所のとりまとめ ｂ 事業実施 ｃ

数値

活
動
指
標 目標 ― 目標 ― 目標 目標

ｄ

うち経常経費 30,982 30,074 34,955 30,162

決 算 額 （千円）
Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

234,139 391,594 363,995 234,566

ｄ

事業費に係る人件費 12,735 17,493 18,347 13,760

うち経常 30,982 30,074 34,955 30,162

財
源
内
訳

県　　費 3,680 1,963 829

市　　債

継続的に維持する必要がある

国　　費

そ の 他

件

Ｈ２１ Ｈ２２

市道の維持管理
件

―
a

要望箇所の
とりまとめ

Ｈ２２

―

Ｈ２１

着眼点

3

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3

203 件

―

Ｈ２０

―

一般財源 234,139

227,376 200,700 106,647

3

3

必要な市道維持である

市道維持は市の責任である

地元要望に対処している

160,538 161,332 127,090

分析根拠分析

237 件

方向性

理由

前年並

事業の方向性

継続

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断

適正に維持を行っている

適正に維持を行っている

評価内容

早期事業進捗を図ること

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認

b 事業実施 件
― ―

169

c

事業実施のふるい分け、優先度を決め実施する

― ―

指標の設定理由

市道の維持管理に必要なため

件
117 件 218

課題

多様化する地元要望に対していかに対処するか

対応（改善点等）

3

3

33

3

0

1

2

3
事業の必要性

行政の

関与性

手段の

妥当性

事業の

有効性

受益の

対象性

分析グラフ


